
冬期 

夏期 
ボタンを追加したい 

選択肢を1～14に変更 

 
 
 

【文言変更】 
2023年冬は216円となります 
2024年夏は通期業績評価に応
じてポイント単価が変動しま
す 

 
 
 
 
 

「賞与加算」削除 

「賞与加算～」の一文削除 

１ページ目 【文言変更】 
「冬期」と「夏期」 

営業店は２つに分かれる。
※文言は2ページ① 

調整係数 

調整係数 

半角数字 

× 

調整係数
を最後に
かける 

冬は１と
なります。
夏は通達
をご確認
ください 



①営業店は２種類に分かれるため、区分の選択肢を一つ増やしてください。 

 →営業店（評価比率 部門１：支店２） 

 →営業店（評価比率 部門１：支店３) 

 

 

※【調整係数】の算出式です 

 a）標準評価時ポイントより評価結果反映ポイントが大きい場合 

  →（標準評価時ポイント×1.01）÷評価結果反映ポイントを適用 

 

 b）標準評価時ポイントが評価結果反映ポイントより大きい場合 

  →（標準評価時ポイント×0.99）÷評価結果反映ポイントを適用 

2ページ目 



3ページ目 

説明欄の追加 

【通期評価】 

冬期賞与及び夏期賞与の支給割合は4：6とし、下記計算式に基づき
支給額を決定 

《冬期賞与》計算式 

「ポイント単価（仮評価：BBB/BBB）×賞与基準値×評価ポイン
ト（仮評価：標準評価） 」×0.8 

《夏期賞与》計算式 

「ポイント単価（実績評価）×賞与基準値×評価ポイント（実績評
価） 」×2－「冬期賞与」×調整係数 

 

※調整係数 

標準評価時の全社賞与ファンドから上下1％超のズレが生じた場合、
適用されます 

 

ここに表示できますか？ 



冬期 

【冬期】ボタンを選択した場合の画面 

冬期の場合、区分選択は無し 

4ページ目 
【文言変更】 
次に「賞与基準値」を選択してください 

【文言追加】 
※冬期は、「評価ポイント」を標準評価として仮支給となります 

【計算式】 

賞与基準値×（基本ポイント＋個人加算＋定性加算＋業績加算） ×216×0.8＝支給額 

 
 

5ページ④参照 

ここは削除 
 
 
 
 

 



④個人加算P 

  

5ページ目 【冬期】ボタンを選択した場合 

定性加算P 
 

※定性加算にロジックはない
ため、指定された数値が決定
ポイントとなります。 

冬期の場合は標準評価のため

５Pとなります。 

業績加算P 
 

※「業績加算ポイント」はマトリクスに
よって表が変動します。→マトリクスは7
ページ目と同様です。 

登記は標準評価のため５Pとなります 

定性加算P 

0P～14P 

業績加算P 

0P～10P 

⇒標準評価は３の１５P
となります。 



夏期 

【夏期】ボタンを選択した場合の画面 6ページ目 

【文言変更】 
次に「営業店
（評価比率 部

門1：支店
2）」「営業店
（評価比率 部

門1：支店
3）」 

ここは削除 
 
 
 
 

 

【計算式】 

（賞与基準値×（基本ポイント＋個人加算＋定性加算＋業績加算） ×216×2×調整係数）－冬期賞与＝支給額 

 
 

7ページ⑤参照 この冬期賞与は自動計
算で算出・表示できる
ようにしたい 



⑤個人加算P 

  

7ページ目 【冬期】ボタンを選択した場合 

定性加算P 
 

定性加算にロジック
はないため、指定さ
れた数値が決定ポイ
ントとなります。 

 

業績加算P 
※ 『OCLU-NEWS』No.891より  

⇒区分、部門・グループ評価、支店評価で分岐させられますか？ 

定性加算P 

0P～14P 


